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　最近で は重症 妊娠中毒症や心疾患妊婦など全身管理 あるい は ICU 管理が必要な症例 を

扱う 機会が増え ， ハ イ リスク 妊娠における全身管理の 知識が要求される こ とが多 くな っ て

きた．本書はハイリスク妊娠の産科麻酔管理につ い て の新書 であるが，本書の 特徴 は産科

医 と麻酔科医の両者によっ て書かれて い ることで，産科医によっ て疾患の原 因，病態生理

学，産科的診療指針 ， 麻酔科医〔こよっ て麻酔管理 が書 かれ て いる ．剿 こ麻酔 につ いて の み

拔っ て い るので はなく ， 病態生理学か ら入 り ， 産科管理に触れた 後 ， 麻酔管理に言及 して

い る の で ，読み や すい構成にな っ てい る．麻酔管理に つ い て もあまり専門的すぎす，各疾

患別 に分娩や麻酔に関する問題点が記載されて いるの で ， 産科麻酔簪理の知識を得るのに，

また ， 麻酔科医 との CtiscussDn が有益に行えるよ う にあら か じめ読んで おくには最適 の

本とい えるたろ う．ハイ 1丿スク妊娠に関する 疾患を網 羅して いる の でぜ ひ備 えて おきた い

一一冊で ある、
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入者で ある ， DallenbaCh−HeilWe9 が Poul＄en と共 〔こ著 し

た子宮頚部病理組織 図譜で ある ．221枚 の カラー図 を用い子 宮頚部病変の 病理診断 の 手引

書となる こ とを意 図 した本で ある ．

　子宮頚部病理組織標本の作成の仕方から，正常組織像，内分泌学的な環境下で の組織変

化 ， 炎症像 ， 良性腫 瘍の記 述に引続き ， 前癌病変， 悪性病変へ と コ ンパク トな記述にカラ
ー

組織像 が配麗され た大変読 みや すい構成とな っ て いる．

　婦人科病理に興味のある先生方はもぢうんのこと，これから病理をや っ て みようと思わ

れ る方に も大変参考 になる 本である．子 筥頚 部の病理 と い っ ても そ の組織像 は多彩 であ り，

なかな か理解 しにくい ものがある ．しか し，このようなア トラスの形の本が手元にあれば，

その 組織像を見てい る だけで も楽しいも のがあ ります．また 日常診療の 際に子宮頚部病理

標本がも ど っ た とき，病理から の所見と この本の 中のカ ラ ー組織像 との 比較を行 っ て い く

と，すこ しずつ 病理標本 に親 し み が湧い て く る 可能性があり，その 理解 とともに Eヨ常臨床

にお ける 子富頚部病変へ の取り組み忘も変わ っ て く る司能性がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 信州大学医学部産科婦人科教授 藤井 信 吾
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